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安
曇
野
市
は
本
年
度
、
誕
生
か
ら

３
年
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
総
合
計
画
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
計
画
が
次
々
と
誕
生

し
、
市
政
の
基
礎
づ
く
り
が
進
み
、

目
指
す
方
向
が
定
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
方
財
政
は
昨
年
に
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度

の
予
算
編
成
で
は
、
策
定
し
た
計
画

に
沿
っ
た
事
業
を
で
き
る
限
り
実
行

に
移
す
こ
と
、
ま
た
、
財
政
健
全
化

の
推
進
に
向
け
た
行
財
政
改
革
を
一

層
進
め
る
こ
と
な
ど
を
念
頭
に
、
次

の
５
つ
の
重
点
課
題
に
対
応
で
き
る

よ
う
編
成
し
ま
し
た
。

　

前
述
し
た
と
お
り
、市
発
足
以
来
、

基
礎
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
３
年
目
を
迎

え
、
各
種
事
業
を
具
体
化
す
る
時
期

に
き
て
い
ま
す
。

　

計
画
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と

で
、
行
政
と
し
て
の
責
任
を
果
た

し
、
信
頼
さ
れ
る
行
政
の
実
現
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
の
総
合
的
な
課
題
と
し

て
、
市
が
最
初
に
掲
げ
る
大
き
な
テ

ー
マ
で
す
。

　

市
の
基
本
方
針
に
は
「
市
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
昨
年
度
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、「
市
民
と
行
政
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

市
民
が
果
た
す
役
割
、
行
政
が
果

た
す
役
割
を
見
直
し
、
ま
た
、
お
互

い
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
理
解
し
た
う

え
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
に
お
い

て
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

活
動
が
形
成
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

行
政
活
動
が
行
政
の
み
の
活
動
と

し
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
市
民

と
の
協
働
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
重
点
課
題
と
し
て

考
え
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
の
問
題
は
幅
広

い
分
野
に
及
ん
で
い
ま
す
が
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
特
に
行
政
の

支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
、

元
気
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
は
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

課
題
と
な
り
ま
す
。

　

市
役
所
本
庁
舎
問
題
と
行
政
組
織

の
あ
り
方
、
土
地
利
用
計
画
や
こ
れ

ら
に
か
か
わ
る
各
種
計
画
の
策
定
、

上
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
の
統
一

化
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便

性
や
負
担
と
い
う
面
で
、
差
異
や
地

域
間
で
の
格
差
が
大
き
く
、
合
併
時

か
ら
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
未
調
整
課

題
を
早
期
に
克
服
し
、
一
定
の
方
向

に
固
め
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
、
財
政
的
に
は
10
年

間
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
市

も
誕
生
か
ら
３
年
目
の
年
を
迎
え
、

こ
の
特
例
措
置
の
残
さ
れ
た
期
間
も

だ
ん
だ
ん
短
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
長
期
的
に
財
政
基
盤

を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
平

成
20
年
度
を
初
年
度
と
し
、「
経
常

経
費
」の
継
続
的
な
削
減
に
重
点
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
５
つ
の
課
題
を
踏
ま
え
、

予
算
編
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本

号
で
は
、
こ
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
た

予
算
の
中
か
ら
特
徴
あ
る
事
業
に
つ

い
て
、
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

１

新
年
度
、

つ
の
課
題
を
掲
げ
ま
し
た
。

特集◎
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行
政
が

責
任
を
果
た
し
、

信
頼
を
確
立
す
る
。

市
民
協
働
を
実
現
化
す
る
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

安
心
、安
全
、元
気
に
暮
ら
す
環
境
を
つ
く
る
。

合
併
時

未
調
整
課
題
を
早
期
に
克
服
す
る
。

5将
来
の
財
政
状
況
を
見
通
し
、

経
常

経
費
削
減
を
強
化
す
る
。
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た
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確
立
す
る
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市
民
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働
を
実
現
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す
る
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子
ど
も
か
ら
高
齢
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ま
で
が

安
心
、
安
全
、
元
気
に

暮
ら
す
環
境
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つ
く
る

3

将
来
の
財
政
状
況
を
見
通
し
、

経
常
経
費
削
減
を
強
化
す
る

5

未
調
整
課
題
を

早
期
に
克
服
す
る

4
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生物調査安曇野ブランド
推進事業

小学校施設整備公民館長常勤化

穂高交流
学習センター建設

三郷黒沢マレット
ゴルフコース拡張

新図書館用
蔵書購入ほか

新公共交通
構築

市民憲章PR

男女共同参画
フォーラム

協働の
まちづくりの推進

環境推進会議市民活動センター
開設

140万円1,634万円

6億9,263万円1,239万円

6億9,992万円932万円 20万円183万円

1億6,548万円 39万円70万円

1億2,579万円30万円

環境基本計画の中でも最優
先課題とされた市内生物調
査を実施します。生物情報
を整備して、環境計画や都
市整備などの施策に反映し
ます。

イメージ戦略から安曇野の
資源を生かした市民中心の
具体的取り組みへブランド
化事業を拡大していきま
す。

穂高北小学校の耐震・大規
模改造を中心とした学校施
設の整備を図り、児童の安
全確保を行います。

公民館長を中心に、地域の
特色ある活動と地域に密着
した活動の活発化に努めま
す。４月から５地域の公民
館長に民間からの人材を登
用しています。

市民の学習や交流の拠点と
して、穂高交流学習センタ
ーの本格的建設工事を行い
ます。平成 21 年 6 月の完
成を目指します。

マレットゴルフ協会員の
労務支援によりマレット
ゴ ル フ 場 を 拡 張 し ま す。
現在 18 ホールを 27 ホー
ルに拡大します。

穂高交流学習センター内
の中央図書館機能を充実
させるため、図書等の購
入準備を進めます。図書 5
万 5 千冊のほか、映像資
料の充実を図ります。

デマンド型乗り合いタクシ
ーによる公共交通システム
の試行から、市民がより利
用しやすい本格実証運行と
して充実を図ります。

まちづくりの方向性をより
明らかにするため、市民憲
章の PR に努めます。公共
施設等への掲示など、目に
触れる機会を創出していき
ます。

男女共同参画計画を実現化
するためフォーラムを開
催。男女が認め合い、支え
合いながら生き生き暮らせ
る社会の実現を目指しま
す。

市民と行政の協働のまち
づ く り 指 針 の 浸 透 を 図
り、真の協働を作り上げ
ていきます。

環境基本計画をもとに、よ
り具体的な行動計画を策定
していきます。市民、事業
者代表と市を含めた組織を
作り、各事業の推進や施策
全体の調整を行います。

市民活動にかかわる情報交
換と情報発信の場を提供
し、市民活動の活発化を促
します。旧穂高保健センタ
ーに設置し、施設を有効利
用します。

特 集 ◎ 新 年 度 予 算 主な事業
 

行政が責任を果たし

行政への信頼を確立する
市民協働を

実現化する 12

特集◎
新 年 度 予 算
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特 集 ◎ 新 年 度 予 算 

放課後子ども
教室の設置
子どもたちに安全で健やか
な遊び場を提供するため、
全小学校に子ども教室を設
置します。人事評価

制度推進
職員の資質向上を図り、少
人数でも市民福祉の提供が
図れる体制づくりを進めま
す。

行政評価
システム検討

公共工事
入札等検討

総合評価方式を取り入れた
一般競争入札を進めるなど、
入札制度の透明性、公平性
を確立します。

事務事業の評価を行い、行
政の透明性を確立するシス
テムづくりを進めます。

将来の財政状況を見通し
経常経費削減を強化する

市民カード
普及拡大
市民カードの普及を図り、
市民の利便性を向上させま
す。カード発行手数料は無
料。午前 7 時から午後 7 時
まで自動交付機で住民票と
印鑑証明が発行されます。

本庁舎建設検討

安曇野市本庁舎等建設検討
委員会の提言書に基づいて、
より具体的に本庁舎等の建
設について検討を進めます。

長期借入金繰り
上げ償還
将来的に公債費の負担を軽
減するため、公的資金の繰
り上げ償還を行い、健全財
政を維持していきます。

土地利用構想検討

土地利用基本方針に沿って、
土地利用のルールづくりを
進めます。安曇野の豊かな
自然環境と都市的な生活経
済基盤が共存できる最善の
方法を検討します。

2,299万円

58万円

8万円

92万円

315万円

157万円

2,967万円4,521万円

4

5

合併時未調整事項
を早期に克服する

子どもから高齢者までが
安心、安全、元気に

暮らす環境をつくる

障害者支援ワーカー

障害者支援ワーカーを配置
し、在宅や一人暮らしなど
の障害者の皆さんが、地域
で生き生き暮らせるシステ
ムづくりを進めます。

224万円

公立保育園整備

有明保育園の分園化整備を
進め、保育の充実を図りま
す。これにより未満児保育
の受け入れも可能になりま
す。また、明科北保育園の
改築準備を行います。

8億4,864万円

明科社会就労
センター改築
明科社会就労センターの整
備を行い、障害者や高齢者
の就業機会の充実を図りま
す。

1億8,221万円

安曇野赤十字
病院建設補助
市民の医療環境の充実、高
度医療の提供のため、今後
３年にわたって安曇野赤十
字病院建設支援を行います。
平成 22 年 4 月の開院が予
定されています。

7億2,740万円

軽度発達障害児
支援講師
学校に介助員や支援員など
を配置し、軽度発達障害の
ある児童等の教育環境の充
実に努めます。

巡回カウンセリング

児童、生徒の心の専門家と
してスクールカウンセラー
を配置し、学校生活の相談
等体制を充実させます。

不審者無線通報
システム
学校内の安全確保のため、
不審者の侵入通報システム
を設置し、児童の安全を守
ります。

213万円

1億239万円

358万円

3
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政
面
か
ら
も
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
市
で
も
、
地
方
再
生
対
策
費
や
合
併
特

例
債
の
償
還
費
に
対
す
る
交
付
税
措
置
な
ど

の
上
積
み
に
よ
っ
て
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
（
目
的
別
）

　

歳
出
で
は
、
予
算
編
成
方
針
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
実
現
化
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
特
に
「
教
育
費
」、「
衛
生
費
」
の

伸
び
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
穂
高
北
小
学
校
の
耐
震
・
大

規
模
改
造
や
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
大
型
建
設
事
業
を
予
算
計
上
し
た
た
め
、

大
幅
な
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
衛
生
費
は
安
曇
野
赤
十
字
病
院
建

設
補
助
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
増
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
（
性
質
別
）

　

歳
出
の
性
質
別
で
は
、
前
述
の
建
設
事
業

費
の
ほ
か
に
、「
補
助
費
等
」が
大
き
く
伸
び

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
本
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
が
始
ま
り
、
こ
の
医
療
制
度
を
担
う
長
野

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
負
担
金

が
増
え
た
た
め
で
す
。

　

市
民
生
活
の
全
体
を
ま
か
な
う
「
一
般
会

計
」
の
予
算
総
額
は
３
３
５
億
２
、０
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
と
比
較
し
、３
・
１
％
、
10
億
２
、０

０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入

　

本
年
度
の
収
入
額
と
し
て
一
番
大
き
な
も

の
は
市
税
で
す
。
そ
の
額
は
１
１
９
億

８
、３
３
６
万
円
で
、
全
体
の
35
・
７
％
を
占

め
ま
す
。

　

市
税
の
中
で
は
、
法
人
市
民
税
の
伸
び
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
２
億
１
、２
０
０
万

円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
75
億
円
で
、
昨
年
度
比
、

11
・
９
％
、
８
億
円
の
増
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
国
が
推
し
進
め
て
き
た

構
造
改
革
以
後
、
削
減
さ
れ
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
総
額
と
し
て
は
、
初
め
て
上
向
き
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
本
年
度
は
、
地
方
再
生

対
策
費
が
創
設
さ
れ
、
地
方
の
活
性
化
が
財

昨年度と比べ
10 億円増
３.1％増

一
般
会
計
は
、

３
３
５
憶
２
千
万
円

一般会計歳入構成比率 一般会計歳出構成比率（目的別）

一般会計歳出構成比率（性質別）

地方消費税
交付金
2.5％

各種交付金
1.2％

市税
35.7％

労働費
0.2％議会費

0.8％

消防費
3.8％

農林水産業費
5.5％

投資・出資
2.0％

補助費等
14.8％

維
持
補
修
費

0.2
％

商工費
3.3％

予備費
0.1％

教育費
12.2％

衛生費
9.5％

土木費
12.5％ 総務費

11.1％

公債費
14.1％

普通建設事業費
16.6％

繰出金
9.2％

扶助費
8.1％

公債費
14.1％

人件費
17.9％

予備費
0.1％

物件費
16.6％

積立金
0.3％

民生費
26.9％

負担金・使用料
手数料外

4.1％

繰入金
8.9％

財産収入外
3.8％

地方交付税
22.4％

地方債
10.0％

国県支出金
9.8％

地方譲与税税
1.5％

自主財源
52.6％

依存財源
47.4％

特 集 ◎ 新 年 度 予 算 

市民１人当たり
一般会計で　33 万 6,192 円　使われます。

主な目的で換算すると ･･･
目的別歳出額÷9万9,705人（4月1日人口）

総務費 ・・・・・

民生費 ・・・・・

衛生費 ・・・・・

土木費 ・・・・・

教育費 ・・・・・

公債費 ・・・・・

3 万 7,397 円
市の事務管理、庁舎管
理、交通安全対策、防
災、選挙など

9 万 485 円
障害者福祉、児童福祉、
保育園、高齢者福祉、
福祉医療など

3 万 2,010 円
健康診断、予防接種、
保健センター運営、ご
み処理など

4 万 2,047 円
道路・公園・河川など
維持補修や整備など

4 万 7,426 円
地方債の返済など

4 万 951 円
学校教育、社会教育、
学校給食、交流学習セ
ンターなど
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市 政 ト ピ ッ ク ス

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
の
起
工
式
が
３
月
26
日
、
三
枚
橋

公
園
に
隣
接
す
る
建
設
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
平
林
市
長
を
は
じ
め

市
議
会
議
員
・
工
事
関
係
者
な
ど
約

90
人
が
参
加
。
市
長
は
「
図
書
館
を

核
と
し
た
複
合
型
生
涯
学
習
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
合
併
前
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
・
検
討
を
行
い
、
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
施
設

で
、皆
さ
ん
が
情
報
や
知
識
を
得
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
進
み
、
活
気
に

満
ち
た
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
心

が
触
れ
合
う
拠
点
と
し
て
利
用
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
全

市
的
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
中
核
的
な

機
能
を
有
す
る
中
央
図
書
館
と
し
て
、

開
架
15
万
冊
、
閉
架
5
万
冊
の
合
計

20
万
冊
以
上
の
蔵
書
数
を
備
え
る
ほ

か
、
地
域
学
習
館
と
し
て
の
機
能
と

し
て
「
収
集
・
保
存
」「
活
用
・
学

習
」「
発
表
・
展
示
・
顕
彰
」
の
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
、
２
０
０
席
の
可
動
式

座
席
を
備
え
た
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

も
併
設
さ
れ
ま
す
。こ
の
ホ
ー
ル
は
、

市
民
の
音
楽
鑑
賞
や
、
発
表
会
な
ど

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

建
物
は
、
鉄
骨
造
一
部
二
階
建
て

で
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
て

い
ま
す
。

　

敷
地
面
積
は
、
１
万
２
、９
５
７
・

84
平
方
㍍
、
建
物
の
延
べ
面
積
は
、

４
、１
８
８
・
70
平
方
㍍
で
す
。
ま
た
、

総
事
業
費
は
、
図
書
購
入
費
な
ど
を

含
め
る
と
21
億
３
、８
０
０
万
円
で

す
。

　

完
成
は
、
平
成
21
年
６
月
の
予
定

で
、
今
後
は
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の

運
営
方
法
の
ほ
か
、
ソ
フ
ト
面
の
検

討
を
進
め
る
予
定
で
す
。
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市
民
の
心
触
れ
合
う
拠
点
と
し
て

市
民
の
学
習
や
交
流
、
心
の
触
れ
合
う
拠
点
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
る

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

上水道 穂高有明の上水道施設が完成

関係者による通水セレモニー

平成 16 年から有明地域で実施していた上水道施設整備事
業（第 5 次拡張第 3 期分）のしゅん工式が 3 月 27 日、宮

みや

城
しろ

水源地で行われました。しゅん工式には地元の区長をはじ
め、県・市の議員など関係者約 70 人が出席。市長は「生活
に欠くことのできない水を、安全・安心・安定的に供給で
きるよう今後も努めてまいりたい」とあいさつしました。
これにより、該当地域の水道水の安定供給が可能となりま
した。総事業費は約 23 億 1,400 万円です。

起工式でくわ入れをする平

林市長。式辞では「活気に

満ちた魅力的なまちづくり

と心が触れ合う拠点として

利用してほしい」と述べた

各会計予算額一覧

会計名 予算額 前年度比（％）

一般会計 335 億 2000 万円 3.1

特別会計合計 237 億 1400 万円 △ 21.8

同和地区住宅新築資金等貸付事業 482 万円 △ 38.4

国民健康保険 96 億 7416 万円 6.7

老人保健 14 億 1098 万円 △ 84.0

後期高齢者医療 8 億 2664 万円 皆増

介護保険 58 億 4032 万円 2.9

下水道事業 53 億 6565 万円 △ 12.2

農業集落排水事業 1 億 9901 万円 △ 4.1

上川手山林財産区 185 万円 7.3

北の沢山林財産区 86 万円 50.3

有明山林財産区 40 万円 △ 67.2

富士尾沢山林財産区 39 万円 △ 38.8

穂高山林財産区 44 万円 △ 25.2

産業団地造成事業 3 億 8847 万円 △ 13.8

企業会計

水道事業 収益的収入 20 億 3531 万円 △ 0.0

支出 19 億 6988 万円 △ 0.8

資本的収入 8 億 16 万円 174.6

支出 19 億 4346 万円 6.2

市営宿舎

事業会計

収益的収入 2400 万円 △ 92.0

支出 2300 万円 △ 92.3

資本的収入 0 

支出 945 万円 △ 21.3

※ 1 万円未満は切捨てで掲載

　

市
で
は
、
一
般
会
計
と
い
う
最
も

大
き
な「
お
財
布
」の
ほ
か
に
、
13
の

特
別
会
計
と
２
の
企
業
会
計
と
い
う

「
別
の
お
財
布
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

　

同
和
地
区
の
環
境
整
備
と
し
て
貸

し
付
け
た
新
築
資
金
の
償
還
を
経
理

す
る
会
計
。
現
在
は
新
た
な
貸
し
付

け
は
な
く
、
過
去
の
償
還
事
務
の
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　

市
が
運
営
し
て
い
る
社
会
保
険
制

度
で
、
自
営
業
者
な
ど
が
加
入
し
て

い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
、
保
険
者

が
健
康
診
断（
特
定
健
診
）を
行
う
よ

う
に
医
療
制
度
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、

そ
の
予
算
が
増
額
し
た
ほ
か
、
療
養

給
付
費
の
増
加
に
よ
り
、
予
算
額
も

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
保
健

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
等
の
医
療
負

担
を
軽
く
し
、
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
市
が
運
営
す
る

も
の
で
す
。
本
年
度
か
ら
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
制
度
に
切
り
替
わ
る

た
め
、一
時
的
な
継
続
を
経
て
、平
成

22
年
度
末
に
は
廃
止
と
な
る
予
定
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
の
老
人
保
健
制
度
に
か
わ
り
創
設

さ
れ
ま
し
た
。医
療
費
等
の
給
付
は
、

「
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
」
が
行
い
ま
す
が
、
市
で
は
保
険

料
の
徴
収
や
広
域
連
合
へ
の
納
付
金

の
処
理
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険

　

40
歳
以
上
の
人
、
全
員
を
被
保
険

者
と
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
を
行

う
公
的
社
会
保
険
制
度
を
運
営
す
る

も
の
で
す
。
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

と
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

下
水
道
事
業

　

下
水
道
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

穂
高
地
域
以
外
は
、
下
水
道
整
備
が

ほ
ぼ
完
了
し
た
た
め
、
下
水
道
整
備

費
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業

　

明
科
地
域
の
農
業
集
落
排
水
の
管

理
運
営
を
行
う
会
計
で
す
。

山
林
財
産
区

　

市
内
５
つ
の
山
林
財
産
区
の
維
持

管
理
を
行
う
も
の
で
す
。

産
業
団
地
造
成
事
業

　

あ
づ
み
野
産
業
団
地
、
青
木
花
見

産
業
団
地
の
分
譲
を
行
う
も
の
で
す
。

水
道
事
業
会
計

　

水
道
の
給
水
、
排
水
、
給
水
施
設

の
管
理
運
営
を
行
う
も
の
で
す
。

市
営
宿
舎
事
業
会
計

　

し
ゃ
く
な
げ
荘
、有
明
荘
、大
天
荘

の
管
理
運
営
を
行
う
も
の
で
す
。指
定

管
理
者
制
度
に
移
行
し
た
た
め
、日
常

の
経
費
は
指
定
管
理
者
の
経
理
で
行

わ
れ
、予
算
額
は
減
っ
て
い
ま
す
。

特 集 ◎ 新 年 度 予 算 

特別会計・企業会計
ウ ォ ッ チ ン グ

特
別
会
計

企
業
会
計



安
曇
野
は
、
豊
か
な
自
然
に
抱
か

れ
、
歴
史
や
文
化
に
恵
ま
れ
た
田
園

都
市
で
す
。
こ
の
地
が
、
市
民
を
は

じ
め
、
旅
人
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
る

理
由
は
、
こ
れ
ら
の
優
れ
た
景
観
資

源
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
え
ま
す
。

市
で
は
、
さ
ら
に
積
極
的
な
景
観

づ
く
り
活
動
を
進
め
る
た
め
、
本
年

度
か
ら
「
景
観
計
画
」
の
策
定
を
進

め
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
景
観
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
基
本
的
な
方
針
、
行
為
の

制
限
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
定
め
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
景
観
重
要
建
造

物
、
景
観
重
要
樹
木
、
景
観
協
議
会
、

景
観
協
定
な
ど
の
規
制
誘
導
の
仕
組

み
や
住
民
参
加
の
仕
組
み
な
ど
も
該

当
区
域
で
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、

市
民
が
地
域
の
景
観
に
愛
着
と
誇
り

を
持
っ
て
生
活
で
き
、
訪
れ
る
人
も

満
足
で
き
る
、
魅
力
的
な
都
市
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

具
体
的
な
動
き

　

ま
ず
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
た

め
に
「
景
観
計
画
策
定
委
員
会
」
を

設
置
し
ま
す
。

委
員
会
で
は
、景
観
育
成
の
方
針
、

目
標
、
行
為
の
制
限
な
ど
を
広
く
検

討
し
ま
す
。
委
員
は
、
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
策
定
の
透
明
性
や
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
景
観
関
係
団
体
を
始

め
、
推
薦
や
公
募
で
選
ば
れ
た
人
を

選
任
し
ま
す
。
そ
し
て
、
市
の
現
状

把
握
・
整
理
、
課
題
の
抽
出
と
と
も

に
、市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
を
聞
き
、

発
表
や
説
明
の
機
会
を
設
け
て
、
基

本
方
針
案
、
計
画
案
を
策
定
し
て
い

く
予
定
で
す
。

公
募
委
員
の
募
集

　

景
観
計
画
策
定
委
員
会
の
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
25
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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都
市
計
画
に
関
す
る
土
地
利
用
市

民
検
討
委
員
会
（
宮
澤
正
士
会
長
）

は
3
月
18
日
、
市
の
統
一
し
た
土
地

利
用
管
理
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
市

長
へ
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

現
在
、
市
の
土
地
利
用
の
管
理
手

法
は
、
異
な
る
3
つ
の
制
度
で
運
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
豊
科
地

域
が
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
区
域
区

分
（
線
引
き
制
度
）、
穂
高
地
域
が

ま
ち
づ
く
り
条
例
、
そ
の
他
の
地
域

は
線
引
き
制
度
や
条
例
な
ど
の
規
制

が
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
18
年
か
ら
、
各
種
団

体
や
公
募
委
員
に
よ
る
「
都
市
計
画

に
関
す
る
市
民
検
討
委
員
会
」
と
都

市
計
画
の
専
門
家
に
よ
る
「
土
地
利

用
構
想
調
査
専
門
委
員
会
」
を
設
置

し
、
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。　

こ
の
う
ち
市
民
検
討
委
員
会
は
、

約
１
年
半
の
間
、
の
べ
35
回
に
わ
た

る
検
討
を
重
ね
、
土
地
利
用
の
3
つ

の
基
本
方
針
を
定
め
、
目
指
す
ま
ち

の
姿
を
「
既
存
市
街
・
集
落
周
辺
へ

の
集
約
重
視
の
ま
ち
」と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
土
地
利
用
11
の
原
則
を
ま
と

め
、
目
指
す
ま
ち
の
姿
を
よ
り
具
体

化
し
た
土
地
利
用
基
本
区
域
（
ま
ち

の
か
た
ち 

下
図
）
を
設
定
し
、「
こ

の
提
言
が
具
体
的
な
制
度
の
選
択
や

設
計
に
反
映
さ
れ
『
立
地
・
用
途
』

『
形
態
』『
住
民
参
加
』
の
3
つ
の
観

点
か
ら
適
切
な
ル
ー
ル
や
し
く
み
が

制
度
と
し
て
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
切

望
し
て
い
る
」と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
提
言
内
容
が
達
成
で
き

る
制
度
選
択
を
平
成
20
年
度
前
半
ま

で
に
決
定
し
、
詳
細
な
制
度
設
計
、

都
市
計
画
の
基
本
方
針
（
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
）、
景
観
計
画
な
ど
の
策
定

を
行
い
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
統
一

し
た
土
地
利
用
制
度
の
運
用
を
図
る

予
定
で
す
。
提
言
書
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
ま
た
、
豊
科
総
合
支
所
内
都
市

計
画
課
（
豊
科
総
合
支
所
内
）
で
も

閲
覧
が
で
き
ま
す
。
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景観計画の中で考えていきたいこと

● 地域の景観資源

● 景観を阻害しているものと、その改善の方法

● 市民に親しまれている風景の把握

● 市民と行政が協力して進める景観育成のあり方

「景観」とは、街並みやたたずまい

など、眺める対象を示す「景」とい

う字と、眺める主体となる人間の感

覚を表す「観」という字が組み合わ

された言葉。景観の要素は身近なも

ので構成され、目に見える緑や建物

などのほか、花の香り、小川のせせ

らぎ、雪の冷たさなど視覚以外で感

じられる要素も含まれます。

景観とは

安
曇
野
の
景
観
を
育

は
ぐ
く

み
、未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
―
。

～
景
観
計
画
の
策
定
を
目
指
し
て
～

統
一
し
た
土
地
利
用
管
理
に
向
け
て

～
提
言
書
提
出
さ
れ
る
～

景観計画土地利用
提言書

「まちのかたち」基本図

Ａ区域：地域の拠点として積極的かつ計画的に開発を進めていく。

Ｂ区域：農地の中に広がる比較的大きな集落で、無秩序な宅地等

の拡散を防ぐ区域

Ｃ区域：B 区域以外の農地に散在する比較的規模の小さい集落で

一定の条件を満たす開発に限定して許容する。

Ｄ区域：工業等を集積していく区域

Ｅ区域：別荘地・観光地としての機能を重視する区域

Ｆ区域：山間居住地として保持していく区域

注 1）各区域は、基本的に区域を明確に地形地物（道路・水路等）で分けていく。

注 2）B 区域の区域設定は今後、制度の詳細化と合わせて設定をしていく。

提言書を手渡す宮澤会長
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　地産地消の取り組みで農林水産大臣賞を受
賞した農事組合法人・旬の味ほりがね物産セ
ンター組合（片桐敏雄組合長）は 3 月 10 日、
受賞の報告に市役所を訪れました。
　表彰は 2 月 28 日、東京都で開かれた全国
地産地消フォーラム 2008 で行われ、同組合
は、女性が運営の主体となり、年間 6 億円以
上の販売実績があることなどが評価され、地
域振興部門でこの賞を受賞しました。平林市
長は「希望を持たせてくれる施設。組合員の
皆さんによる素晴らしい成果」と話しました。

　安曇野の名所や四季折々の情報などをお届け
するラジオ番組「安曇野日和」が、今月から長
野エフエム放送 ( ＦＭ長野 ) で始まりました。
放送日時は毎週火曜日の夕方 4 時 55 分～ 5 時
の 5 分間で、観光名所での取材などを通じ安曇
野の魅力を伝えます。
　同ラジオ局は県内の聴取率が特に 49 歳まで
の若・中年層で約６割と高く、また、ちょうど
夕飯の買い物や会社帰りなど車でラジオを聞く
人が多い時間帯の放送で、市商工観光課の担当
者は「地域の皆さんはもちろん、県内に広く安
曇野の良さを伝えられるのでは」と、そのＰＲ
効果に期待を寄せています。

桜の里山づくり植樹祭が 3 月 16 日、光城山で行
われました。この日は市民や関係者など約 60 人が
参加。光城山中腹の登山道脇の斜面に桜の苗 100 本、
初の取り組みとして自生の桃の苗 60 本を植えまし
た。光城山の桜の植樹は昭和 50 年、山林や登山道
の荒廃を見かねた区民が、桜の保全と登山道の整備
を始めたのが由来です。その努力が実り、光城山の
桜は名所となり、多くの登山者や市民の目を楽しま
せてくれています。
　光桜を愛する会会長の降旗衛

まもる

さんは、「区民やボ
ランティアが中心になって、草を刈るなど登山道の
整備を続けている。桜が地域や仲間をつないでいる」
と話しました。

3/10　旬の味ほりがね物産センター組合

４/ １～　ＦＭ長野で新番組　

3/23　桜の里山づくり植樹祭

農林水産大臣賞を受賞

FMで「安曇野日和」

今年から自生の桃の花も

142008.4.23　広報あづみの広報あづみの　2008.4.23

災害協定

情報化計画

地域福祉計画

歯科医師会、薬剤師会と調印

情報化施策の方向性を盛り込む

計画の理解を深めるシンポジウムを開催

計画策定の思いを付け加え説明した

河西会長（右）から計画書が手渡された

災害時に備え、協定を結ぶ

　安曇野市情報化計画策定委員会（河西宏之会長）は 3 月
21 日、安曇野市情報化計画書を策定し市長に提出しました。
同委員会は、公募委員 3 人を含む 12 人で構成され、市民ア
ンケート調査結果の分析などから課題を精査。平成 20 年度
から 3 年間の情報化施策の展開方法を計画としてまとめまし
た。河西会長は「ICT（情報通信技術）は、あくまで手段の
一つ。人と人との交わりが大切で、これを深める手段として
活用すべき」と意見を添えました。今後はこの計画書に基づ
き、施策実現のための取り組みを行います。

　市と安曇野市歯科医師会（丸山慶四郎会長）、安曇野薬剤
師会（中嶋培夫会長）は 3 月 3 日、「災害時の医療救護に関
する協定」を結びました。この協定には、災害時に歯科医療
救護班、薬剤師班を編制し、災害現場での医療救護活動を行
うことなどが盛り込まれています。協定書の調印を終え、丸
山会長は「災害が起きた場合、みんなが協力し合わなければ
ならない。協定を結んだことで会員の意識も高まるのでは」
とあいさつしました。今後は、すでに災害協定を結んでいる
市医師会と連携し、実践的なマニュアルづくりを行います。

　安曇野市地域福祉計画シンポジウムが 3 月 15 日、豊科ふ
れあいホールで開かれました。このシンポジウムは、市民参
加のもと、約 2 年をかけて策定した計画への理解を深めても
らうため開催されました。
　この日は、市民など約 120 人が参加し、計画の策定にかか
わった委員などの思いや、福祉活動の進め方などを話し合う
パネルディスカッションなどが行われました。市では今年度、
この計画のダイジェスト版を市内全戸に配布する予定です。
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「
め
え
め
え
児
山
羊
」
の
作
詞
者

で
あ
る
藤
森
秀
夫(

詩
人
・
ド
イ
ツ

文
学
者
・
豊
科
出
身)

の
業
績
を
顕

彰
し
、「
子
ど
も
た
ち
に
よ
い
歌
を
」

と
い
う
願
い
を
込
め
て
開
催
し
て
き

た
童
謡
祭
り
も
、
本
年
度
で
45
回
目

を
迎
え
ま
す
。
歌
の
好
き
な
子
ど
も

た
ち
、
童
謡
唱
歌
や
合
唱
を
愛
好
し

て
い
る
皆
さ
ん
、「
こ
ど
も
の
日
」

に
集
い
、
懐
か
し
い
日
本
の
歌
や
名

歌
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
内
容　

○
第
27
回
作
詞
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル

　

表
彰
・
最
優
秀
曲
、優
秀
曲
の
披
露

○
招
待
演
奏
会

第
１
部　

Ａ
Ｊ
Ｃ
あ
づ
み
の
ジ
ュ
ニ
ア

コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
児
童
合
唱
、
安

曇
野
市
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
に
よ

る
懐
か
し
い
歌
、
豊
科
コ
ー
ラ
ス

団
体
に
よ
る
藤
森
秀
夫
の
作
品
披
露

第
2
部　

声
楽
家（
ソ
プ
ラ
ノ
）幅は
ば

谷や

恵
理
さ
ん
に
よ
る
童
話
で
た
ど
る

四
季

■
日
時　

5
月
5
日
（
祝
・
こ
ど
も

の
日
）
午
前
9
時
30
分
～ 

■
場
所　

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

童
謡
祭
り
実
行
委
員
会

■
共
催　

安
曇
野
市
教
育
委
員
会

問
豊
科
公
民
館
（

�

72
・
２
１
５
８
、 

　

�

73
・
６
４
０
１
）

lifelong
learning news
No.30

生涯学習だより
安曇野市教育委員会

郷
土
の
詩
人
・
藤
森
秀
夫
を
顕
彰

童
謡
祭
り

５
月
25
日
（
日
）

◇
第
23
回
安
曇
野
早
春
賦
音
楽
祭
・

　

本
ス
テ
ー
ジ
◇

　

早
春
賦
の
故
郷
で
、
心
を
あ
わ
せ

て
演
奏
・
鑑
賞
し
ま
し
ょ
う
。

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

穂
高
会
館
講
堂

■
入
場
料　

前
売
り
５
０
０
円
（
小

　

中
高
生
無
料
）

■
内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
早
春
賦

の
翼
に
の
っ
て「
安
曇
野
に
寄
せ

る
心
の
詩
」／
招
待
演
奏　

ほ
か

■
ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ　

渡
辺
し
お
り

（
ソ
プ
ラ
ノ
）「
早
春
賦
へ
の
贈

り
物
」・
マ
マ
ノ
リ
ア
「
心
に
ひ

び
く
サ
ウ
ン
ド
ｉ
ｎ
安
曇
野
」

■
主
催　

早
春
賦
音
楽
祭
実
行
委
員

会
・
早
春
賦
愛
唱
会（

 

82
・
７
２

９
０
）

問
穂
高
会
館
（

 

82
・
５
９
７
０ 

　

 82
・
３
９
９
０
）

春
の
特
別
展
「
音
に
恋
し
た
美
術

展
」
に
あ
わ
せ
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
市
在
住
の
手
仕
事
屋
き

ち
兵
衛
さ
ん
の
繊
細
で
透
明
感
の
あ

る
歌
声
と
、
独
特
な
言
葉
の
表
現
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
出
演　

手
仕
事
屋
き
ち
兵
衛

　
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

■
日
時　

5
月
11
日
（
日
）

開
演 

午
後
２
時
（
開
場 

午
後
１

時
30
分
）

■
観
覧
料　
（
入
館
料
込
み
）

　

一　

般　

１
、０
０
０
円

　

大
高
生　

７
０
０
円

　

小
中
生　

５
０
０
円

■
会
場　

豊
科
近
代
美
術
館　

多
目

　

的
ホ
ー
ル

問
豊
科
近
代
美
術
館
（

 

73
・
５
６

　

３
８ 

 

73
・
６
３
２
０
）

　

田
淵
行
男
が
研
究
し
た
雪
形
と
山

野
草
を
中
心
と
し
た
自
然
観
察
講
座

「
雪
形
探
訪
」
を
開
催
し
ま
す
。
16

回
目
と
な
る
今
回
は
、白
馬
岳
の「
代

掻
き
馬
」、鹿
島
槍
ヶ
岳
の
「
鶴
」「
獅

子
」
な
ど
の
雪
形
が
あ
る
北
ア
ル
プ

ス
方
面
を
バ
ス
で
訪
れ
ま
す

■
日
時　

5
月
11
日
（
日
）

午
前
8
時
20
分
～
午
後
４
時

■
コ
ー
ス　

田
淵
行
男
記
念
館
（
8

時
20
分
）
～
大
町
山
岳
博
物
館
～

姫
川
源
流
～
昼
食
～
落
倉
自
然
園

～
貞
鱗
寺
～
田
淵
行
男
記
念
館（
16
時
）

■
講
師　

飯
沼 

冬
彦
さ
ん
（
市
文

　

化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

■
定
員　

28
人

■
受
講
料　

２
、２
０
０
円
（
受
講

　

料
、昼
食
代
、入
館
料
、保
険
料
な
ど
）

※
別
に
バ
ス
代
の
実
費
負
担
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み　

4
月
30
日（
水
）～
5

月
7
日（
水
）ま
で
に
、
受
講
料
を

添
え
て
田
淵
行
男
記
念
館
窓
口
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
先
着
順
）

問
田
淵
行
男
記
念
館
（

 ・
72
・
９

　

９
６
４
）

ＡＪＣあづみのジュニアコーラス

幅谷恵理さん

唱
歌
早
春
賦
は
、
大
分
出
身
の
作

詞
家
・
吉
丸
一
昌
が
春
を
待
つ
安
曇

野
を
う
た
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
早
春
賦
音
楽
祭
は
１
９
８
５

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

音
楽
を
愛
す
る
人
々
に
よ
っ
て
「
早

春
賦
の
心
」
は
年
々
広
が
っ
て
い
ま

す
。こ
の
季
節
に
あ
わ
せ
、市
内
で
さ

ま
ざ
ま
な
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

４
月
29
日
（
火
）

◇
第
25
回
早
春
賦
ま
つ
り
◇

　

春
ら
ん
ま
ん
の
安
曇
野
で
、
清
ら

か
な
合
唱
・
合
奏
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

■
時
間　

午
前
11
時
～

■
場
所　

穂
高
川
右
岸
早
春
賦
碑
前

■
主
催　

早
春
賦
ま
つ
り
実
行
委
員
会

問
商
工
観
光
課
観
光
振
興
担
当
係

　
（
77
・
３
１
１
１ 

�

77
・
６
０
６
０
）

◇
第
７
回
早
春
賦
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
◇

■
時
間　

午
後
1
時
30
分
～

■
場
所　

あ
づ
み
野
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
（

 

82
・
６
４
１
９ 

 

82
・

９
４
１
９
）

■
主
催　

あ
づ
み
野
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
・
早
春
賦
愛
唱
会

※
参
加
料
・
入
場
料
無
料

５
月
４
日
（
日
）

◇
第
４
回
あ
づ
み
の
公
園
早
春
賦
音
楽
祭
◇

公
園
内
に
は
音
楽
ス
テ
ー
ジ
が
た

く
さ
ん
！
ア
ル
プ
ス
の
す
そ
野
で
、

春
の
訪
れ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

■
場
所　

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

公
園

※
当
日
入
園
無
料
・
雨
天
決
行

■
内
容　

音
楽
フ
リ
ー
広
場
（
公
募

ス
テ
ー
ジ
）
／
あ
づ
み
の
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
／
楽
し
く
踊
ろ

う
！
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
／
小
中

重
唱
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
団
体
演

奏
／
わ
ら
べ
歌
広
場　

ほ
か

■
特
別
ゲ
ス
ト　

チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ　

　
（
Ｆ
Ｍ
長
野
公
開
録
音
）

■
主
催　

あ
づ
み
の
公
園
早
春
賦
音

　

楽
祭
実
行
委
員
会

問
文
化
課
（

 

62
・
３
０
０
１ 

 

62
・

　

３
５
２
５
・
代
）

春
・
安
曇
野
は
早
春
賦
が
い
っ
ぱ
い

春
の
早
春
賦
関
連
行
事

豊
科
近
代
美
術
館

音
に
恋
し
た
美
術
展
コ
ン
サ
ー
ト

縦長の大きな漆パネル作品です。髙橋作品では、黒漆塗りの画面に、金の線の文様
が表され、光沢のある貝殻や真珠、サンゴなどがちりばめられている平面作品が非
常に多いのですが、この作品のように、朱漆が全面に塗られ文様が黒漆で表されて
いるものはまれです。主題は「古代」ですが、縄文時代の遺跡から、土器やくしに
朱漆を塗ったものが出土していますので、同じ朱漆を象徴的に用いたと考えられま
す。髙橋さんは幼少時代に穂高地区の遺跡でよく遊んだそうです。その時に、あこ
がれをもって思い描いた古代世界のイメージが、後に作品の中に表されたのです。
問安曇野髙橋節郎記念美術館（ 81・3030 82・0551）

髙橋節郎 寄贈作品　　古代からのメッセージ　1999 年制作

田
淵
行
男
記
念
館

雪
形
探
訪 

北
ア
ル
プ
ス
編

早春賦まつり

手仕事家きち兵衛
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豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
、
博
物
館

友
の
会
美
術
部
系
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
第
18
回　

友
の
会
総
合
芸
術
展
」
を

開
催
し
ま
す
。
油
彩
や
彫
刻
・
押
絵
・

絵
手
紙
・
刺
し
ゅ
う
・
水
墨
画
・
書
道
・

写
真
・
植
物
画
な
ど
、
長
年
、
郷
土

博
物
館
で
研
さ
ん
を
積
ん
だ
友
の
会

の
皆
さ
ん
の
芸
術
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
会
場　

豊
科
郷
土
博
物
館

■
会
期　

4
月
24
日
（
木
）

～
5
月
11
日
（
日
）

■
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

■
休
館
日　

5
月
7
日
（
水
）

■
入
館
料　

　

大
人　
　
　

１
０
０
（
80
）
円

　

小
中
学
生　
　

50
（
40
）
円

　
（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

問
豊
科
郷
土
博
物
館　

　
（
・ 

72
・
５
６
７
２
）

豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
、
友
の
会

総
合
芸
術
展
に
あ
わ
せ
、「
第
24
回
山

草
・
さ
く
ら
そ
う
展
」
を
開
催
し
ま

す
。
友
の
会
会
員
の
皆
さ
ん
が
愛
で

育
て
た
か
れ
ん
な
山
草
が
多
数
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

■
会
場　

豊
科
郷
土
博
物
館　

２
階

学
習
室

■
会
期　

5
月
3
日
（
土
）

　
　
　
　
　

～
6
日
（
火
）

■
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

■
入
館
料　

同
上

問
豊
科
郷
土
博
物
館　

　
（
・ 

72
・
５
６
７
２
）

　

四
季
を
通
じ
、
季
節
に
沿
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
や
行
事
を
行
い
、
親
子
で
触

れ
合
い
な
が
ら
明
る
く
元
気
で
活
発

な
子
を
育
て
ま
す
。

満
２
歳
児
の
親
子
で
楽
し
み
な
が

ら
、
運
動
を
し
ま
す
。

■
日
時　

5
月
21
日
か
ら
毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー

ツ
施
設
ほ
か

■
講
師　

塩
原
恵
美
子
さ
ん（
あ
づ

み
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

代
表
）

■
対
象　

満
2
歳
児
（
平
成
17
年
4

月
2
日
～
平
成
18
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
と
保
護
者
（
親
子
１
対
１
）

■
定
員　

50
組

■
受
講
料　
　

３
、２
０
０
円

■
保
険
料　
　

２
、０
０
０
円

■
お
や
つ
代　

２
、０
０
０
円

満
3
歳
児
の
お
友
達
と
一
緒
に
、

親
子
で
運
動
を
し
ま
す
。

■
日
時　

5
月
22
日
か
ら
毎
週
木
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー

ツ
施
設
ほ
か

■
講
師　

塩
原
恵
美
子
さ
ん（
あ
づ
み

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
代
表
）

■
対
象　

満
3
歳
児
（
平
成
16
年
4

月
2
日
～
平
成
17
年
4
月
1
日
生

ま
れ
）
と
保
護
者
（
親
子
１
対
１
）

■
定
員　

50
組

■
受
講
料　
　

３
、２
０
０
円

■
保
険
料　
　

２
、０
０
０
円

■
お
や
つ
代　

２
、０
０
０
円

親
子
で
体
を
動
か
し
、
健
康
な
心

と
身
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。「
今
日
の

と
び
っ
き
り
の
笑
顔
」
記
録
に
残
し

ま
す
。

■
日
時　

5
月
15
日
か
ら
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
10
時
30
分

■
場
所　

穂
高
会
館
ア
リ
ー
ナ

■
講
師　

二
見 

里
香
さ
ん

（
市
体
育
指
導
委
員
）

■
対
象　

就
園
前
ま
で
の
幼
児
と
保

　

護
者
（
親
子
１
対
１
）

■
定
員　

20
組

■
受
講
料　
　

１
、２
０
０
円

■
保
険
料　
　

２
、０
０
０
円

【
申
し
込
み
（
共
通
）】

・「
ス
キ
ッ
プ
組
」「
ジ
ャ
ン
プ
組
」は

4
月
28
日
（
月
）
午
前
8
時
30
分

か
ら
、
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー

ツ
施
設
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

・「
☆
星
の
子
」は
5
月
8
日（
木
）午

前
9
時
30
分
か
ら
10
時
30
分
ま
で
、

穂
高
会
館
ア
リ
ー
ナ
で
受
け
付
け

ま
す
。

・
い
ず
れ
の
教
室
も
申
し
込
み
当
日
、

所
定
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
受
講

料
等
を
添
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

・
電
話
で
の
受
付
・
申
し
込
み
は
行

　

い
ま
せ
ん
。

問
明
科
総
合
支
所
内　

社
会
教
育
課

子
ど
も
支
援
係（

 

62
・
４
５
６
５ 

 

62
・
３
５
２
５
）

　

乳
幼
児
の
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
し
た
講
座
で
す
。
い
ず
れ
も

親
子
で
参
加
し
、
講
師
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
お
子
さ
ん
と
向
か

い
合
い
、
実
践
か
ら
子
育
て
に
つ
い

て
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。
希
望

者
は
い
ず
れ
か
１
つ
の
講
座
を
選
択

し
て
受
付
日
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

母
と
子
の
健
康
教
室
（
全
14
回
）

①
～
③
の
講
座
（
共
通
事
項
）

◎
対
象　

２
歳
～
４
歳
児
と
そ
の
保
護
者

◎
時
間　

午
前
9
時
45
分
～
11
時

◎
場
所　

か
じ
か
の
里
公
園
（
穂
高

北
穂
高
）雨
天
の
場
合
は
穂
高
会
館

◎
参
加
費　

子
ど
も
１
人
２
０
０
円

（
材
料
費
）

①
健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り

　

自
然
の
中
で
心
を
解
放
し
、
思
い

切
り
体
を
動
か
し
て
子
ど
も
の
健
康

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
受
付
日　

5
月
9
日
（
金
）

■
開
催
日　

5
月
20
日
～
9
月
下
旬

の
毎
週
火
曜
日
ま
た
は
、
5
月
23

日
～
９
月
下
旬
の
毎
週
金
曜
日
。

希
望
の
曜
日
コ
ー
ス
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。

②
こ
こ
ろ
の
成
長
と
親
子
の
ふ
れ
あ
い

　

体
験
、
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、

心
の
成
長
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
し

つ
け
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
受
付
日　

５
月
14
日
（
水
）

■
開
催
日　

５
月
21
日
～
９
月
下
旬 

　

の
毎
週
水
曜
日

③
遊
び
の
世
界

　

遊
び
を
通
じ
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
、そ
の
効
果
と
役
割
を
学
び
、

自
分
た
ち
で
実
践
し
ま
す
。

■
受
付
日　

５
月
15
日
（
木
）

■
開
催
日　

５
月
22
日
～
９
月
下
旬

の
毎
週
木
曜
日
ま
た
は
、
５
月
23

日
～
９
月
下
旬
の
毎
週
金
曜
日
。

希
望
の
曜
日
コ
ー
ス
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。

妊
婦
さ
ん
・
０
歳
児
お
母
さ
ん
教
室

（
全
14
回
）

親
子
で
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
の
ほ

か
、
子
ど
も
の
発
達
、
成
長
に
つ
い

て
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

■
対
象　

妊
婦
さ
ん
、
０
歳
児
と
そ

　

の
保
護
者

2008.4.23　広報あづみの

豊
科
郷
土
博
物
館

友
の
会
総
合
芸
術
展

豊
科
郷
土
博
物
館

山
草
・
さ
く
ら
そ
う
展

家 庭 教 育
ひまわり講座
５月から開講する
家庭教育ひまわり
講座（親子スポー
ツ教室・親子体操
教室・家庭教育講
座）の参加者を募
集します。

　

親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

親
子
体
操
教
室

　

家
庭
教
育
講
座

ス
キ
ッ
プ
組
（
全
32
回
）

ジ
ャ
ン
プ
組
（
全
32
回
）

☆
星
の
子
（
全
12
回
）
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202008.4.23　広報あづみの

■
受
付
日　

5
月
13
日
（
火
）

■
開
催
日　

5
月
22
日
～
9
月
下
旬

の
毎
週
木
曜
日
ま
た
は
、
5
月
23

日
～
9
月
下
旬
の
毎
週
金
曜
日
。

希
望
の
曜
日
コ
ー
ス
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。

■
時
間　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

■
場
所　

木
曜
日
コ
ー
ス
／
か
じ
か

の
里
公
園
（
穂
高
北
穂
高
）
雨
天

の
場
合
は
穂
高
会
館
、
金
曜
日
コ

ー
ス
／
穂
高
会
館　

■
参
加
費　

子
ど
も
１
人
２
０
０
円（
材
料
費
）

１
歳
児
お
母
さ
ん
教
室（
全
14
回
）

親
子
で
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
の
ほ
か
、

子
ど
も
の
発
達
、
成
長
に
つ
い
て
大

切
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

■
対
象　

１
歳
児
と
そ
の
保
護
者

■
受
付
日　

5
月
13
日
（
火
）

■
開
催
日　

5
月
20
日
～
9
月
下
旬

　

の
毎
週
火
曜
日

■
時
間　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

■
場
所　

か
じ
か
の
里
公
園
（
穂
高

　

北
穂
高
）雨
天
の
場
合
は
穂
高
会
館

■
参
加
費　

　

子
ど
も
１
人
２
０
０
円（
材
料
費
）

妊
婦
さ
ん
、
０
歳
児
・
１
歳
児

お
母
さ
ん
教
室
（
全
10
回
）

　

親
子
で
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
の
ほ
か
、

子
ど
も
の
発
達
、
成
長
に
つ
い
て
大

切
な
こ
と
や
、
子
育
て
を
支
え
る
家

庭
環
境
づ
く
り
を
学
び
あ
い
ま
す
。

■
対
象　

妊
婦
さ
ん
、
０
歳
児
・
１

　

歳
児
と
そ
の
保
護
者

■
受
付
日　

5
月
14
日
（
水
）

■
開
催
日　

5
月
14
日
～
７
月
中
旬

　

の
毎
週
水
曜
日

■
時
間　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

■
場
所　

南
穂
高
児
童
館

■
参
加
費　

子
ど
も
１
人
２
０
０
円（
材
料
費
）

【
申
し
込
み（
共
通
）】

・
5
月
9
日
（
金
）・
14
日
（
水
）・

15
日
（
木
）
受
付
の
「
母
と
子
の

健
康
教
室
①
～
③
」
は
そ
れ
ぞ
れ

の
講
座
受
付
日
当
日
の
午
前
9
時

45
分
ま
で
に
穂
高
会
館
講
堂
に
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

・
5
月
13
日
（
火
）
受
付
の
「
妊
婦

さ
ん
・
０
歳
児
お
母
さ
ん
教
室
」

「
1
歳
児
お
母
さ
ん
教
室
」
は
受

付
日
当
日
の
午
前
9
時
30
分
ま
で

に
穂
高
会
館
講
堂
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

・
5
月
14
日
（
水
）
受
付
の
「
妊
婦

さ
ん
、
０
歳
児
・
１
歳
児
お
母
さ

ん
教
室
」
は
受
付
日
当
日
の
午
前

9
時
30
分
ま
で
に
堀
金
公
民
館
講

堂
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

・
全
講
座
、
当
日
に
受
付
と
説
明
会

を
行
い
ま
す
。
説
明
会
は
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
構
い
ま
せ
ん
。

■
持
ち
物　

　

参
加
費
、
筆
記
用
具
、
上
履
き

※
受
付
日
に
都
合
の
悪
い
人
は
、
必

　

ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
明
科
総
合
支
所
内　

社
会
教
育
課

子
ど
も
支
援
係
（

 

62
・
４
５
６
５ 

 

62
・
３
５
２
５
）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

は
、
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
い
つ
ま
で
も
、
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
を
目
指
し
た
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
で
は
、「
地
域
住

民
の
健
全
な
心
身
の
育
成
」「
さ
わ
や

か
な
笑
顔
で
つ
な
が
る
安
曇
野
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
行
う
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な
が
楽

し
め
て
、
み
ん
な
で
作
り
、
み
ん
な

か
ら
愛
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
。
そ
ん
な
ク

ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
年
会
費
（
保
険
料
含
む
）

子
ど
も（
中
学
生
以
下
）１
、５
０
０
円

お
と
な（
高
校
生
以
上
）２
、５
０
０
円

※
た
だ
し
、
各
種
目
で
活
動
費
が
か

　

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

堀
金
総
合
体
育
館
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
入
会
金
を
添
え
て
同
体
育

館
内
ク
ラ
ブ
事
務
局
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
堀
金
総
合
体
育
館
内
ス
ポ
ネ
ッ
ト

常
念
事
務
局　

　
（
・ 

72
・
６
３
４
０
）
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図書館 ドキドキ・ワクワクお話の世界

５月の おはなし
豊科　ちいさいたんぽぽ・おはなしたんぽぽ（５歳以上）
豊科公民館和室 (Tel.72・2158）

穂高　おはなしとしょかん
穂高会館和室 (Tel.84・0111）

三郷　ポケットの会
三郷公民館児童室 (Tel.77・2109）

堀金　おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー (Tel.72・5796）

明科　ひまわりおはなしの会
ひまわり和室 (Tel.62・1122）

１６日（金） 11：00～（幼児対象）
 16：30～（５歳以上対象）

１７日（土） 10：30～（幼児対象）
 11：20～（５歳以上対象。大人も楽しめます）

１０日（土） 10：00～（幼児～）

１４日（水） 10：30～（乳幼児対象）
１６日（金） 16：15～（小学生・園児対象）

２４日（土） 11：00～（幼児対象）
 11：30～（５歳以上対象）

お
す
す
め
の
一
冊

く
れ
よ
ん
の
く
ろ
く
ん

な
か
や 

み
わ 

作
・
絵

紹介する人

滝沢 伊
い ぶ き

吹ちゃん 大
た い が

河くん ( 明科中川手 )

　クレヨン達は箱を飛び出して画用紙に絵を描いていま
す。ところがくろくんだけは、描いた絵を真っ黒にしてし
まうため、仲間に入れてもらえません。でも最後には、自
分の特長を生かし、活躍する場面が ･･･。
　伊吹ちゃんと大河くんは、ページをめくるごとに色が増
え、絵が完成していくところがお気に入り。読み終わった
後には、「みんなで書いたから奇麗なんだね」と、助け合
うこと、認め合うことの喜びを感じ取ったみたいです。（お
母さん談）

かじかの里公園

　第 14 回日本リトルシニア野球全国選抜大会に信越連盟代表
として出場を決めた穂高シニアの選手たちが 3 月 21 日、市
役所に訪れ、全国大会での活躍を誓いました。市長は「実力
を発揮して、悔いのない試合をしてきてほしい」と激励しまし
た。7 年ぶりの全国大会出場に主将の古畑倫

とも

さんは「練習し
てきたことを出し切って、勢いに乗りたい」と意気込みを話し
ました。大会は、3 月 27 日から大阪市で開かれ、穂高シニア
は 28 日に大分（九州）と対戦し、惜しくも初戦突破はなりま
せんでした。

安
曇
野
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
」
誕
生
！

教室名 対　　象 活動日・時間 場　　所

ソフトバレーファミリー

　　　　　　フレッシュ

子どもから

大人まで

毎月第 1、３、５日曜日

午後５：００～７：００
堀金総合体育館

ホライゾンバレーボール

　　　　　　　　クラブ
中学生以上

毎週木曜日

午後８：００～９：３０
堀金中学校体育館

6 人制キッズバレー堀金

　　　　　　　　 wish
小学生対象

毎週木曜日

午後４：００～６：００
堀金小学校体育館

夜バスケット 中学生以上
毎週土曜日

午後６：００～８：００
堀金総合体育館

安曇野ミニバスケット 小学生対象
毎週火、木曜日

午後６：００～７：３０
堀金総合体育館

愛・ビクス《エアロビクス》
子どもから

大人まで

毎週金曜日

午後１：３０～３：００
堀金総合体育館

早起きマラソン
子どもから

大人まで

毎週日曜日

午前７：００～
堀金中学校体育館前

どこでもゴルフ
子どもから

大人まで

毎月第２、４土曜日

午前９：００～１１：３０
堀金中央公園

全国大会での活躍を誓う

平
成
20
年
度

ク
ラ
ブ
会
員
参
加
者
募
集
！



前回は自転車が「車」の一種類で、原則車道を通行することを確認しました。
今回は道路交通法の改正により、｢歩道を通行できるようになったこと｣ について解説します。

○　あくまでも車道の通行が原則です　
　従来から、普通自転車は、道路標識等で通行できることが示
された歩道を通行することができます。
　ただし、自転車が歩道を通行する場合は、車道寄りの部分を
徐行しなければなりません。
　また、歩行者の通行を妨げるような場合は一時停止しなけれ
ばなりません。
　今回の改正では、標識がない場合でも、
　①自転車の運転者が児童、幼児である場合。
　②車道又は交通の状況からみて、自転車の通行の安全を確保
　　するため歩道を通行することがやむを得ない場合は、歩道
　　を通行することができます。
　　この場合も、車道寄りを徐行し、歩行者の通行を妨げてはい
　　けません。歩道は歩行者が最優先です。

○　乗車用ヘルメット着用努力義務　
　児童または幼児を保護する責任のある人が、児童または幼児を自転車に乗車させるときは、乗車用ヘルメ
ットをかぶらせるよう努めなければなりません。
　これから、暖かい時期を迎え自転車を利用する機会が増えてきます。交通事故の約 2 割は、自転車による
事故といわれています。ルールを守って正しく通行しましょう。

問安曇野警察署（ 72・0110）または穂高総合支所内環境課交通防犯係（ 82・3131 82・6622）

市内の開発事業の承認および審査
【平成 20 年２月の開発審査分】
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市
で
は
、
こ
の
４
月
１
日
か
ら
平

成
23
年
3
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
申
請
手
数

料
を
無
料
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
普
及
を
図
る

た
め
、
国
が
市
町
村
を
財
政
面
で
補

助
す
る
こ
と
に
あ
わ
せ
て
実
施
す
る

も
の
で
す
。

■
主
な
利
点　

○
身
分
証
明
書
と
し
て
の
利
用

　
（
顔
写
真
付
カ
ー
ド
）

○
国
税
電
子
申
告（
ｅ-

Ｔａ
ｘ
）の
利

用
（
別
途
５
０
０
円
の
電
子
証
明

書
手
数
料
が
必
要
）

■
申
請
方
法　

申
請
に
は
、
印
鑑
、

本
人
確
認
で
き
る
顔
写
真
付
証
明
書

（
運
転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
と
な
り

ま
す
。
顔
写
真
付
証
明
書
が
な
い
場

合
は
、別
途
、本
人
確
認
を
し
ま
す
。

ま
た
、
顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
希

望
す
る
場
合
は
、写
真
（
３
・
５
㌢
×

４
・
５
㌢
パ
ス
ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
）を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
発
行
ま
で
に
数
日

か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
ま
た
は

穂
高
総
合
支
所
内
市
民
環
境
部
市

民
課
市
民
係

　
（

 

82
・
３
１
３
１ 

 

82
・
６
６
２
２
）

　

5
月
1
日
か
ら
住
民
票
・
戸
籍
の

各
種
証
明
書
を
請
求
す
る
際
に
、
窓

口
で
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類（
運
転
免

許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
顔
写
真
付

き
の
公
共
機
関
発
行
の
も
の
）の
提
示

を
お
願
い
し
ま
す
。顔
写
真
付
の
身
分

証
明
書
が
な
い
場
合
は
、健
康
保
険
証

な
ど
を
複
数
組
み
合
わ
せ
て
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。書
類
に
よ
る
確
認
の
ほ

か
、窓
口
に
て
口
頭
で
質
問
す
る
な
ど

の
方
法
で
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
人
確
認
で
き
る
書
類
が
な
い
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
穂
高
総
合
支
所
内

　

市
民
環
境
部
市
民
課
市
民
係

　
（

 

82
・
３
１
３
１ 

 

82
・
６
６
２
２
）

　

緑
の
募
金
運
動
が
４
月
１
日
か
ら

5
月
31
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
身
近
な
環
境
の
緑

化
、
森
林
の
保
護
、
健
全
な
森
林
づ

く
り
へ
の
理
解
と
認
識
を
高
め
る
た

め
に
実
施
さ
れ
ま
す
。募
金
は
、「
学

校
・
公
園
等
公
共
施
設
の
緑
化
」「
み

ど
り
の
少
年
団
の
育
成
」「
苗
木
・
緑

化
木
の
配
布
」「
森
林
整
備
活
動
へ
の

支
援
」な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
三
郷
総
合
支
所
内
産
業
観
光
部
耕

　

地
林
務
課
林
務
係

　
（

 

77
・
３
１
１
１ 
 77
・
６
０
６
０
）

Information

お

ら

せ

知

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
が

無
料
に
な
り
ま
す
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季
節
は
春
。
寒
暖
の
差
が
あ
る
こ

の
時
期
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
消
し
忘
れ

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
も
強
い
た
め

火
災
が
発
生
し
や
す
い
状
況
に
な
り

ま
す
。
屋
外
で
の
火
の
取
り
扱
い
に

は
、
特
に
注
意
し
、
家
の
周
り
の
燃

え
や
す
い
物
の
整
理
整
頓
を
す
る
な

ど
火
災
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
豊
科
消
防
署（

  

72
・
３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

  

82
・
３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

  
 

78
・
２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

 

 62
・
２
９
９
２
）

　

農
村
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
野

菜
や
花
な
ど
の
苗
の
交
換
販
売
会
を

開
き
ま
す
。
苗
の
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
加
工
品
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

5
月
9
日（
金
）午
後
3
時
～

■
場
所　

豊
科
近
代
美
術
館
西
駐
車
場

問
松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

安
曇
野
支
所

　
（
72
・
３
１
２
３ 

 72
・
３
１
２
４
）

　

ま
た
は

　

三
郷
総
合
支
所
内
産
業
観
光
部

　

農
政
課

　
（
 77
・３
１
１
１ 

 

77
・６
０
６
０
）

平成 19 年度 コミュニティー助成事業報告
　三郷地域の野沢区では、（財）自治総合センターのコミュニティ
ー助成事業（宝くじ助成事業）を活用して、区が開催するお祭り
の山車を新調しました。
　野沢区の山車は、115 年前に作られたもので、これまでも毎年
修繕を行うなどしてきましたが、老朽化が著しく、安全性の確保
のために新調されました。今後は、次世代に祭りが継承され、さ
らなる地域コミュニティー活動の発展のために利用されます。
　（財）自治総合センターによるコミュニティー助成事業は、コミ
ュニティーの健全な発展と宝くじの普及広報事業のために行われ
ています。

穂高地域（承認日　平成 20 年３月 14 日）
■株式会社アスピアの開発事業
・場所　穂高 9353 番　・開発面積　500.78㎡
・目的　建売分譲１区画
■社会福祉法人すばる安曇野共生会の開発事業
・場所　穂高有明3074番４　・開発面積　6,611.59㎡
・目的　特別老人ホーム「穂高苑」の建築
三郷地域（審査日　平成 20 年２月 28 日）
■安曇野ワイナリー株式会社の開発事業
・場所　三郷小倉 6687 番３他２筆
・開発面積　2,000.00㎡
・目的　飲食および物産販売店舗の建築
■株式会社スペースウェアハウスの開発事業
・場所　三郷明盛 2910 番１
・開発面積　736.00㎡
・目的　建売分譲３区画
■株式会社スペースウェアハウスの開発事業
・場所　三郷明盛 3006 番１,5 それぞれ一部
・開発面積　690.14㎡
・目的　建売分譲２区画
■小松幸枝の開発事業
・場所　三郷明盛 3006 番１,5 それぞれ一部
・開発面積　663.00㎡
・目的　貸し駐車場 25 台

改正道路交通法 ⑥ 改正ポイント

自転車の交通ルールの厳格化

住
民
票
・
戸
籍
謄
本
等
の
請
求
の

際
も
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す

農
村
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

野
菜
苗
交
換
販
売
会

「自転車及び歩行者専用」標識



Check
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市
で
は
、
長
野
県
弁
護
士
会
松
本

在
住
会
の
協
力
で
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　

5
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場
所　

穂
高
総
合
支
所
大
会
議
室

■
相
談
人
数　

8
人

■
相
談
時
間　

１
人
20
分

■
相
談
内
容　

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
方
法　

5
月
8
日（
木
）

の
午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
受

付
時
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
総
務
部
総
務
課
庶
務
係

　
（

 

71
・
２
０
０
０ 

�

71
・
５
０
０
０
）

▼
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
自
動

車
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒

素
酸
化
物
や
揮
発
性
有
機
化
合
物

（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）が
、
太
陽
の
強
い
紫
外
線

を
受
け
る
こ
と
で
生
成
す
る
刺
激
性

の
あ
る
物
質
で
す
。
こ
の
濃
度
が
高

く
な
る
と
、
空
に
白
い
モ
ヤ
が
か
か

っ
た
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
現
象

を
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
い
い
、
目
の

痛
み
や
、
の
ど
の
痛
み
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
首
都
圏
や
中
京
圏
な
ど
で

発
生
し
た
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が

流
れ
て
き
て
、
濃
度
が
上
昇
す
る
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年

は
大
陸
方
面
か
ら
の
越
境
汚
染
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
濃
度
が

高
く
な
る
と
注
意
報
が
発
令
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
場
合
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

風
向
き
に
配
慮
し
て
窓
を
閉
め
、

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
控
え
ま
し

ょ
う
。目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、の
ど

の
痛
み
を
感
じ
た
り
し
た
と
き
は
、

洗
眼
や
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
一
過
性
の
も

の
で
す
の
で
、
慌
て
ず
に
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

問
穂
高
総
合
支
所
内

　

市
民
環
境
部
環
境
課

　
（

�

82
・
３
１
３
１ 

�

82
・
６
６
２
２
）

市
で
は
、
食
育
推
進
計
画
を
作
成

し
、そ
の
実
施
を
推
進
す
る
た
め
、食

育
推
進
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。
こ

の
委
員
会
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健

全
な
心
身
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性

を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

食
育
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
公
募
委
員
と

し
て
参
画
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
公
募
人
数　

3
人

■
応
募
資
格　

安
曇
野
市
に
住
所
を

有
す
る
20
歳
以
上
の
人
。た
だ
し
、

次
に
掲
げ
る
人
は
除
き
ま
す
。

①
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員

③
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
に
よ
る
委
員

■
任
期　

４
月
か
ら
平
成
22
年
3
月
31
日

■
応
募
方
法　

健
康
福
祉
部
健
康
推

進
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
小
論
文

を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
直
接
持

　市では、平成 20 年度から工事費 100 万円未満の小規模土木工事登録業者を募集します。
■登録要件　市内に本社を有するもの。ただし、次に該当する場合は登録できません。

（１）契約を締結する能力を有しない者及び破産者で復権を得ない者
（２）安曇野市建設工事等入札参加資格者名簿に登録されていない者
（３）希望業種の履行にあたり必要となる資格、許可等を有しない者
（４）自社において施工能力を有しない者（一括下請の禁止）

■登録申請書類　登録申請書類は、市小規模工事登録要領によります。登録要領は、市ホームページをご覧い
ただくか都市建設部建設課維持係までお問い合わせください。

■受付期間　4 月 23 日（水）～ 30 日（水）
■登録受付場所・時間　都市建設部建設課維持係（午前 9 時～午後 5 時）
問豊科総合支所内都市建設部建設課維持係（ 72・3111 72・8340）

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
小
論
文
テ
ー
マ　
「
食
に
つ
い
て
」

（
４
０
０
字
程
度
・
様
式
任
意
）

■
応
募
期
限　

5
月
20
日（
火
）必
着

■
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
に
お
い

て
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。
選
考

の
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

健
康
福
祉
部
健
康
推
進
係

　
（

 

81
・
０
７
２
６ 

 

81
・
０
７
０
３
）

　

市
で
は
昨
年
11
月
、
旧
豊
科
町
で

姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し
て
い
た
オ

ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ

と
、
文
化
や
環
境
分
野
の
交
流
は
も

と
よ
り
、
住
民
相
互
の
交
流
、
青
少

年
の
交
流
を
推
進
す
る
姉
妹
都
市
提

携
を
再
締
結
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
と
は
、
豊
科
ク
ラ

ム
ザ
ッ
ハ
友
好
会
を
中
心
に
20
年
間

交
流
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
再

提
携
を
契
機
に
全
市
か
ら
会
員
を
募

集
し
、
新
た
に
「
安
曇
野
市
ク
ラ
ム

ザ
ッ
ハ
友
好
会
」
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
の

皆
さ
ん
主
体
の
友
好
会
と
し
て
、
相

互
訪
問
や
青
少
年
の
派
遣
受
け
入
れ
、

他
の
国
際
交
流
団
体
等
と
の
交
流
な

ど
を
通
じ
、
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材

育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

来
年
は
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

通
商
友
好
条
約
締
結
１
４
０
周
年
記

念
の
年
で
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
双
方
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
行
事
が

計
画
さ
れ
、
こ
う
し
た
行
事
に
も
積

極
的
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　

活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
個
人

お
よ
び
団
体
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

4
月
23
日（
水
）～
5
月
16
日（
金
）

■
年
会
費

個
人
会
員　

２
、０
０
０
円
程
度

家
族
会
員　

３
、０
０
０
円
程
度

団
体
会
員　

５
、０
０
０
円
程
度

※
金
額
は
現
在
の
予
定
で
あ
り
、
設

立
総
会
で
決
定
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

を
総
務
部
秘
書
課
都
市
交
流
・
国

際
係
ま
た
は
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
友
好

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
総
務
部
秘
書
課
都
市
交
流
・
国
際
係

　
（

 

71
・
２
０
０
０ 

 

71
・
５
０
０
０
）

　

ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
友
好
会
事
務
局

　
（
・
72
・
８
８
２
０
村
上
さ
ん
）

　

市
で
は
、
景
観
計
画
策
定
委
員
会

に
公
募
委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
た

だ
け
る
人
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
公
募
委
員　

若
干
名

■
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
20
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、
次

に
掲
げ
る
人
は
除
き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員

③
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
に
よ
る
委
員

■
任
期　

平
成
20
年
6
月
か
ら
任
務

　

完
了
ま
で

■
応
募
方
法　

豊
科
総
合
支
所
内
建

築
住
宅
課
ま
た
は
豊
科
を
除
く
各

総
合
支
所
産
業
建
設
課
窓
口
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
載
し
、
小
論
文
を
添
え
て
郵
送

ま
た
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
小
論
文
テ
ー
マ

　
「
景
観
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

　
（
様
式
自
由
・
８
０
０
字
程
度
）

■
応
募
期
限　

5
月
15
日（
木
）必
着

問
豊
科
総
合
支
所
内

　

建
築
住
宅
課
建
築
景
観
係

　
（
 72
・
３
１
１
１ 

 

72
・
８
３
４
０
）

25 広報あづみの　2008.4.23

募

集

食
育
推
進
委
員
会
公
募
委
員

小規模土木工事（100 万円未満）登録業者を募集します

安
曇
野
市

ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
友
好
会 

会
員

寄附・寄贈

（平成 20 年 2 月 24 日～ 3 月 26 日）　【敬称略】
▼寺口良英　10 万円（穂高図書館の図書購入費として）▼穂高新聞販売株式会社（代表取締役 林善弘）　30 万
円（穂高東中学校図書館施設充実のため）▼有限会社 有遊（代表取締役 林大介）　30 万円（穂高西中学校図
書館施設充実）▼株式会社マル井 ( 代表取締役 井口俊廣）　20 万円（奨学資金として）▼（社）松本法人会川
手部会（会長 望月貞夫）図書カード 8 万円（明科中学校生徒の税務知識向上のため、税務対策の図書閲覧ブー
スの設置）▼（株）テレビ松本ケーブルビジョン（代表取締役社長 佐藤浩市）租税教育用副教材 DVD・ビデ
オ（児童・生徒の租税意識の高揚のために市内小中学校 17 校分）▼安曇野自家用自動車協会豊科分会長 青柳
和水　交通安全児童用ハンカチ 300 枚（豊科南小・豊科北小・豊科東小の新入学児の交通安全のため）▼エプ
ソン販売（株） 代表取締役社長 平野精一　プロジェクター〈スクリーンセット〉（県立子ども病院院内学級の
教育振興のため）

景
観
計
画
策
定
委
員
会

公
募
委
員

無
料
法
律
相
談

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報



地
価
が
下
が
っ
て
い
る
の
に

土
地
の
税
額
が
上
が
っ
て
い

る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

平
成
６
年
度
ま
で
は
、
宅
地

の
評
価
の
水
準
は
地
域
ご
と

に
不
均
一
で
し
た
。
そ
こ
で
評
価
の

水
準
を
全
国
的
に
統
一
し
、
地
価
公

示
価
格
等
の
７
割
を
め
ど
と
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
結
果
、
宅
地
の
評

価
額
が
大
き
く
上
昇
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
納
税
者
の
急

激
な
負
担
の
増
加
を
避
け
る
た
め
、

宅
地
の
課
税
標
準
額
を
一
定
の
水
準

に
達
す
る
ま
で
徐
々
に
上
げ
て
い
く

措
置
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
ま
だ
大
半
の
宅
地
で

課
税
標
準
額
が
一
定
の
水
準
に
達
し

て
い
な
い
た
め
、
毎
年
度
、
わ
ず
か

ず
つ
負
担
増
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
に
入
っ
て
土
地
と

家
屋
を
売
却
し
た
の
で
す
が
、

本
年
度
も
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

本
年
度
の
固
定
資
産
税
は
、

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
に

固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
平
成
20
年
の
途
中
で

売
買
な
ど
に
よ
り
資
産
の
所
有
者
が

替
わ
っ
た
場
合
で
も
、
今
年
１
月
１

日
現
在
の
所
有
者
が
納
税
義
務
者
と

な
り
、
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
年
の
途
中
で
土
地
や
家
屋
を
売

買
さ
れ
る
際
は
、
税
負
担
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、
売
り
主
と

買
い
主
の
間
で
契
約
時
に
税
負
担
を

明
確
に
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
平
成
20
年
１
月
１
日
以
後
に
家

屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
も
同
様
に
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

私
は
平
成
16
年
に
住
宅
を
新

築
し
ま
し
た
が
、
平
成
20
年

度
か
ら
固
定
資
産
税
が
急
に
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

新
築
し
た
住
宅
が
一
定
の
要

件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
、
新

た
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
年
度
か
ら
３
年
度
分
に

限
り
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
今
回
の
場

合
は
、
平
成
17
・
18
・
19
年
度
の
３

年
間
は
税
額
が
軽
減
さ
れ
て
い
た
わ

け
で
す
。
ま
た
、
３
階
以
上
の
中
高

層
耐
火
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
新
た
に

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
年
度
か

ら
５
年
度
分
に
限
り
、
税
額
が
軽
減

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
減
額
期
間
が
終
了
す
る
と
本
来

の
税
額
に
戻
り
ま
す
。

住
宅
用
地
に
か
か
わ
る
固
定

資
産
税
に
は
軽
減
措
置
が
あ

る
と
聞
き
ま
し
た
が
？

固
定
資
産
税
率
を
か
け
る
課

税
標
準
額
は
、
通
常
、
評
価

額
と
同
じ
額
に
な
り
ま
す
が
、
住
宅

用
地
や
市
街
化
区
域
農
地
に
は
次
の

よ
う
な
課
税
標
準
額
の
特
例
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

①
小
規
模
住
宅
用
地

（
２
０
０
㎡
以
下
の
住
宅
用
地
）

課
税
標
準
額
＝
評
価
額
×
１
／
６

②
一
般
住
宅
用
地

（
住
宅
用
地
の
う
ち
、２
０
０
㎡
を

超
え
る
部
分
）

課
税
標
準
額
＝
評
価
額
×
１
／
３

③
市
街
化
区
域
農
地

課
税
標
準
額
＝
評
価
額
×
１
／
３

　

宅
地
が
住
宅
用
地
と
し
て
認
定
さ

れ
る
に
は
、
そ
の
年
度
の
固
定
資
産

税
の
基
準
日
（
１
月
１
日
）
現
在
、

そ
の
宅
地
に
住
宅
が
完
成
し
、
な
お

か
つ
そ
の
住
宅
に
人
が
住
ん
で
い
る

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
建
て
替

え
を
予
定
せ
ず
に
住
宅
を
取
り
壊
し

た
場
合
な
ど
に
は
住
宅
用
地
の
特
例

が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
総
務
部
資
産
税

課
（

 

72
・
３
１
１
１ 

 

72
・

８
３
４
０
）

262008.4.23　広報あづみの

■ 

安
曇
野
モ
デ
ル
〈
住
宅
〉

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

■

～
皆
さ
ん
と
安
曇
野
の
風
土
に
合
っ
た

住
宅
・
ま
ち
な
み
を
設
計
し
ま
す
～

　　

環
境
・
景
観
部
会
「
安
曇
野
モ
デ

ル〈
住
宅
〉プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、安
曇

野
の
風
土
に
合
っ
た
「
安
曇
野
モ
デ

ル
」の
住
宅
・
ま
ち
な
み
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
設
計
す
る
企
画
で
す
。

　

本
年
度
は
、
エ
コ
住
宅
（
新
築
・

既
存
住
宅
）の
設
計
を
企
画
し
ま
す
。

こ
の
住
宅
設
計
は
、
安
曇
野
の
景
観

に
調
和
し
、
す
べ
て
の
人
に
優
し
く

暮
ら
し
や
す
い
、
地
球
環
境
に
配
慮

し
た
住
宅
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

今
月
号
か
ら
、
隔
月
で
こ
の
住
宅

設
計
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
を
掲
載
し

ま
す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
参
考
に
、
建
築
士
会

の
ご
協
力
に
よ
り
設
計
を
進
め
ま
す
。

【
各
号
テ
ー
マ
】

４
月　

全
体
的
な
要
望
（
下
記
の
と

お
り
）

６
月　

福
祉
・
子
育
て
・
教
育
に
関

わ
る
事
項
と
予
算

８
月　

室
内
環
境
設
計
（
エ
コ
、
省

エ
ネ
、
そ
の
他
機
能
）
と
予
算

10
月　

室
外
環
境
設
計
（
外
観
デ
ザ

イ
ン
、
外
構
、
緑
化
な
ど
）と
予
算

12
月　

ま
と
め

来
年
２
月
に
は
完
成
図
を
掲
載
し

ま
す
。ま
た
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

イ
ベ
ン
ト
も
随
時
開
催
し
ま
す
。

安
曇
野
の

風
土
に
合
っ
た
エ
コ
住
宅

　

安
曇
野
の
風
土
に
合
っ
た
エ
コ
住

宅
全
般
に
対
す
る
要
望
や
意
見
（
特

に
重
視
し
て
ほ
し
い
事
項
な
ど
）
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

4
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　

～
5
月
7
日
（
水
）

応
募
方
法　

Ｅ
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、直

接
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

事
務
局
（
下
記
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
ニ
ュ
ー
ス
！

　

㈳
長
野
県
建
築
士
会
主
催
の
「
第

20
回
長
野
県
青
年
・
女
性
建
築
士
の
集

い
」で
、安
曇
野
モ
デ
ル〈
住
宅
〉プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
。

県
代
表
と
し
て

6
月
に
開
催
さ

れ
る
関
東
甲
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
に

出
場
し
ま
す
。

■ 

黒
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

■

～
安
曇
野
産
黒
大
豆
を
使
っ
た

　
商
品
を
開
発
し
ま
せ
ん
か
～

　　

産
業
部
会「
黒
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
安
曇
野
産
黒
大
豆
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
黒
大
豆
の

生
産
拡
大
を
図
り
、
農
家
の
皆
さ
ん

に
よ
り
安
全
で
安
心
な
黒
大
豆
を
作

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、Ｊ
Ａ
、農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
作
付

け
講
習
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
は
、
昨
年
の
２
倍
以
上
で
あ
る
10

㌧
を
超
え
る
収
穫
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
黒
大
豆
を

使
用
ま
た
は
販
売
を
希
望
す
る
事
業

者
な
ど
を
対
象
に
、
今
年
収
穫
さ
れ

る
見
込
み
の
黒
大
豆
を
提
供
す
る
こ

と
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
希
望
調
査
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
対
象　

黒
大
豆
の
商
品
開
発
と
販

売
、
調
理
、
ま
た
は
生
黒
大
豆
の

販
売
な
ど
を
希
望
す
る
市
内
の
事

業
者
等

■
申
し
込
み　

事
業
者
等
名
、
代
表

者
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
希
望
す

る
数
量
を
Ｅ
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電

話
、郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

5
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
事
務
局

（
左
記
）
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
ご
了
承
く
だ
さ
い　

黒
大
豆
の
量

に
限
り
が
あ
る
た
め
、
希
望
通
り

お
渡
し
で
き
る
か
保
障
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
引
き

渡
し
は
本
年
12
月
こ
ろ
の
予
定
で

す
。
提
供
価
格
等
に
つ
い
て
は
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、安
曇
野
産
黒
大
豆（
信

濃
黒
）
を
使
用
し
た
商
品
等
の
認

定
の
検
討
も
進
め
て
い
ま
す
。

問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
（
産
業
観

光
部
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
）

〒
３
９
９
・
８
１
０
１　

安
曇
野

市
三
郷
明
盛
４
８
１
０
番
地
１

（

 

77
・
３
１
１
１ 

 

77
・
６
０
６
０
）

Ｅ
メ
ー
ルazum

ino-brand@
city.

azum
ino.nagano.jp
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固定資産税 Q ＆ A
市
で
は
今
月
上
旬
、
平
成
20
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
固
定
資
産
税
に
関
す
る
質
問
な
ど
を
一
問
一
答
で
紹
介
し
ま
す
。

A

AA

A

QQ

Q

Q

安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス
安曇野ブランドデザイン会議の進ちょく状況などをシリーズでお伝えします

第 1 回

意見募集

第１弾

安曇野産黒大豆「信濃黒」



　地球温暖化対策を進めるため、
市でもさまざまな取り組みを進め
ています。
① 乾式メタン発酵実験事業
生ごみからメタンガスを取りし、
電気を作る事業です。         

② ＢＤＦ事業
回収した廃食用油を精製、バイオ
ディーゼル燃料（ＢＤＦ）として、軽油
の代替燃料にします。

③ 緑のリサイクル事業
庭木のせん定枝をチップ化して、
堆肥や草止めなどに活用します。

市
で
も
地
球
温
暖
化
対
策
の
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
夏
に
開
催
さ
れ
る
北
海
道

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
地
球
温
暖
化
の
問

題
の
概
要
に
つ
い
て
、
触
れ
て
み
ま

す
。

 
  

そ
も
そ
も
地
球
温
暖
化
と
は
、

ど
ん
な
現
象
で
す
か
。

    

大
気
の
ほ
と
ん
ど
は
、
窒
素
や

酸
素
か
ら
で
き
て
い
ま
す
が
、
二
酸

化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
わ

ず
か
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
二
酸
化

炭
素
は
、
適
当
な
濃
度
だ
と
、
地
球

の
平
均
気
温
を
14
℃
く
ら
い
に
保
つ

働
き
を
し
ま
す
が
、
増
え
す
ぎ
る
と

地
球
が
暖
か
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
が
温
暖
化
現
象
で
す
。

 
 
 

地
球
温
暖
化
が
進
ん
だ
背
景
は

何
で
す
か
。

    

大
き
な
原
因
は
、
石
油
、
石
炭

と
い
っ
た
化
石
燃
料
の
消
費
や
森
林

伐
採
な
ど
が
急
激
に
増
加
し
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、二
酸

化
炭
素
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
気

中
の
濃
度
が
上
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

 
 
 

こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
め
ば
ど

う
な
り
ま
す
か
。

 
  

南
極
の
氷
や
氷
山
が
溶
け
、
海

面
が
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
低
い
土
地
や
小
さ
い
島
は

海
に
沈
ん
で
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
台
風
の
勢

力
が
大
き
く
な
る
こ
と
、
集
中
豪
雨

が
増
え
る
こ
と
、
農
作
物
の
生
育
不

良
、
害
虫
の
発
生
の
増
加
な
ど
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
号
以
降
も
地

球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
定
期
的
に

掲
載
し
ま
す
。             

問   

０
１
２
０
・７
９
３
・５
３
０

ま
た
は
、
市
民
環
境
部
環
境
課

　
82・３
１
３
１    

82・６
６
２
２

各
総
合
支
所
生
活
環
境
係

温
暖
化
で
地
球
は
ど
う
な
る
？

暮らし疑問

一問一答！

このほかに
④自転車のリサイクル     
⑤生ごみ堆肥化事業
⑥ペレットストーブの普及などを進めてい
　ます。

◆各種補助金をご利用ください  

①生ごみ処理機等購入費補助金 
②雨水貯留施設設置補助金
③太陽光発電システム設置補助金
詳しくは「出し方の手引き」をご覧になる
か、お問い合わせください。   

Ｑ

 

Ａ

Ｑ

 

ＡＱ

Ａ
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5月1日～31日

休日当番医数字で探る

私たちの健康

は
し
か
に
な
ら
な
い
！ 

さ
せ
な
い
！

今月の料理人

堀金烏川

3日・祝

4日・日

5日・祝

6日・振替

11日・日

18日・日

25日・日

　手ごろな材料で簡単に作れるおかずです。孫にも大
変好評でした。 
材料
ジャガイモ400㌘、玉ネギ中1個、豚ひき肉170㌘、砂
糖大さじ2、塩小さじ1と1/2、かたくり粉大さじ3、卵8
個、バター大さじ3、塩コショウ少々、トマトケチャップ 
ウスターソース適量。 
作り方
①：ジャガイモは一口大に切り、水にさらす。　　
　　玉ネギは角切り。
②：鍋にジャガイモを入
　　れて中火で煮る。
③：柔らかくなったら玉
　　ネギと豚ひき肉を入
　　れて煮る。
④：ジャガイモが崩れて
　　きたら同量の水で溶
　　いたかたくり粉を加
　　えてとろみをつけ皿
　　に盛る。
⑤：卵を混ぜ、塩コショ
　　ウを振る。フライパ
　　ンにバターを入れ、
　　溶ける前に卵を流し
　　入れ、かき混ぜなが
　　ら焼く。片面が焼け
　　たら、④の上に載せ、
　　ソースをかける。

※変更になることがあります。ご利用前に医療情報案内
 （　    0120-890-423）で確認してください。

　
厚
生
労
働
省
は
２
０
１
２
年
ま
で

に
、わ
が
国
か
ら
麻
し
ん（
は
し
か
）を

排
除
す
る
こ
と
を
目
標
に
、「
麻
疹

排
除
計
画
」
を
策
定
し
、
麻
し
ん
排

除
に
向
け
た
本
格
的
な
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
麻
し
ん
は
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ

っ
て
お
こ
る
感
染
症
で
、感
染
力
は

極
め
て
強
く
、
麻
し
ん
の
免
疫
が
な
い

集
団
に
１
人
の
発
病
者
が
い
た
と
す

る
と
、
12
〜
14
人
の
人
が
感
染
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
１
〜
２
人
で
す
。

　
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
直
径
は
１
０

０
〜
２
５
０
ナ
ノ
㍍
と
極
め
て
小
さ

く
、
マ
ス
ク
な
ど
で
の
予
防
が
難
し

く
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
唯
一
の
予
防

方
法
と
い
え
ま
す
。
下
図
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
麻
し
ん
罹
患
者
で
予

防
接
種
歴
が
な
い
人
は
48
％
、
接
種

歴
不
明
の
人
が
29
％
、
そ
し
て
、
２

回
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
罹
患

者
は
、
わ
ず
か
０
・
９
％
で
し
た
。

 

２
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
、
ほ
ぼ

99
％
の
確
率
で
、
麻
し
ん
を
防
げ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

片桐 幸子さん

穂高医院
根津内科医院
米倉医院
高橋喜博歯科医院
平林病院
信濃内科循環器科医院
和田医院
さとう歯科医院
やざき診療所
須澤クリニック
山田医院
土居歯科医院
宮澤医院
柏原クリニック
たかはしクリニック
アルプス歯科クリニック
堀内医院
高橋医院
中島整形外科
みずほ歯科医院
塔の原内川医院
ふじもり医院
赤津整形外科クリニック
丸山整形外科医院矯正歯科
清沢医院
長瀬内科医院
中萱医院
飯島歯科医院

[穂高]
[穂高]
[堀金]
[堀金]
[明科]
[穂高]
[堀金]
[穂高]
[明科]
[穂高]
[豊科]
[豊科]
[明科]
[穂高]
[三郷]
[三郷]
[穂高]
[穂高]
[豊科]
[三郷]
[明科]
[豊科]
[三郷]
[豊科]
[穂高]
[豊科]
[三郷]
[穂高]

82-2474
82-8382
72-2354
73-3771
62-2227
82-7722
72-2047
81-5155
62-2360
82-2993
72-3207
72-2462
62-2052
82-7222
77-7880
77-8901
82-3324
82-2561
72-3543
77-7111
81-2121
72-2011
76-3133
72-7000
82-7600
72-728６
77-2130
82-0306

覚えておきたい

安曇野の味

ふわふわポテトオムレツ

　  　接種歴なし

　  　１回接種

　  　２回接種

　  　不明

２００８年 第１週～第10週までの全国の累積データ

48％

21.1％

0.9％

29％

麻しん罹患者のワクチン接種歴
（国立感染症研究所感染情報センター）
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物語

この一字にいっぱ

い思いを込めた『優』と、

パパの名前の『勝』。２文

字を合わせると「優勝」!　

　将来どんなことで優勝でき

るのかな。優、ガンバレ!!

（ママ・志乃さん）

水木

ゆ う

優
く　ん

２歳

（三郷明盛）

２･３歳児 １歳児 ０歳児

４月30日(水)

14日(水)

21日(水)

28日(水)

活動内容については、

オリエンテーション

での説明を参考にし

ていただくか、児童

館へお問い合わせく

ださい。

１日(木)

15日(木)

22日(木)

29日(木)

２日(金)

16日(金)

23日(金)

30日(金)

★穂高北部児童館 ℡・FAX83-5494
■休館日／土曜･日曜･祝日

10:30～11:15

10:30～

11:00～

ママキッズビクス

よちよちらんど

おはなしムーン

８日(木)

30日(金)

第１･３水曜日

１日(木)

17日(土)

31日(土)

毎週月曜日

端午の節句

ミニ運動会

柏餅作り

読み聞かせ(ボランティアによる)

２日(金)

毎週月曜日

毎週火曜日

端午の節句

わらべ歌遊び(内山房子先生による)

読み聞かせ(ボランティアによる)

10:00～11:15

11:10～11:30

11:20～11:40

10:00～11:15

10:00～11:30

10:00～12:00

11:00～11:20

15日(木)

23日(金)

27日(火)

毎週火曜日

ママキッズビクス

とんとんらんど

よちよちらんど

おはなしムーン

10:30～11:15

10:30～11:30

10:30～

10:30～

食生活推進改善協議会の皆さんによる調理・食育の指導です。

■期日　５/16(金)･６/13(金)･７/11(金)の３日間

■定員　10組　　　　■申し込み　高家児童館へ

パクパクランド（おやつ作り教室）参加者募集

いっしょにあそぼう

10・24日(土)

10日(土)

13日(火)

14日(水)

17日(土)

17日(土)

24日(土)

10:00～12:00

14:00～15:00

15:30～16:30

10:00～11:30

14:00～15:00

16:00～16:30

14:00～14:30

11:00～11:30

11:00～11:30

11:00～11:30

パソコンの日

卓球の日

絵心教室 (近藤佐智子先生)

第１期パクパクランド おやつ作り教室
※10組登録制

チャレンジクラブ (ウォークラリー)

本と友達

ドッジボール大会

絵本・紙しばい

リズム遊び

こいのぼり作り

12･19･26日(月)

16日(金)

23日(金)
端午の節句

安曇野めぐり① ビフ穂高・足湯散策
※園児・小学生親子対象

エコ･クッキング

読み聞かせ(ボランティアによる)

15日(木)

24日(土)

26日(月)

毎週水曜日

10:00～11:15

９:30～12:00

10:00～11:30

11:00～11:20

ひまわりっ子クラブ

★穂高中央児童館 ℡84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★豊科中央児童館 ℡・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日 ★高家児童館 TEL・FAX72-5685

■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 ℡・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

児童館の予定 子育てに関する相談については、右頁をご覧ください ･･･乳幼児対象の催しです。

10:00～12:00

…場所 …問い合わせ …時間各種相談

20日(火)　   穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）

21日(水)　   三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）

14日(水)　   堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）

15日(木)　   豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）

13日(火)･27日(火)　　 三郷保健センター(℡77-9111・FAX77-9113)

１日(木)･15日(木)　　 穂高保健センター(℡81-0711・FAX81-0703)

８日(木)･22日(木)　　 堀金保健センター(℡73-5770・FAX73-5775)

14日(水)･28日(水)　　 豊科保健センター(℡72-9970・FAX72-9044)

20日(火)　　　　　 明科保健センター(℡81-2251・FAX81-2943)

子ども･母子家庭･女性の相談

栄養相談(管理栄養士による) 9:30～11:30

※保健師・助産師・管理栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。

※母乳相談は

9:30～11:00母乳・育児相談

8:30～17:00介護相談

介護者のつどい　お気軽にお越しください。

グループ学習・親の会

平日　　8:30～17:00

　　児童保育課児童係(℡81-0727・FAX81-0703)

子育てに関する相談

13:00～16:00結婚相談

11日(日)　　 堀金老人福祉センター(℡73-5288・FAX73-5775)

18日(日)　　 豊科老人福祉センター(℡73-7143・FAX73-7147)

25日(日)　　 明科総合福祉センター(℡62-2429・FAX62-5025)

9:30～16:00年金相談

介護に関すること

平日　　　　地域包括支援センター（℡81-0760・FAX81-0703）

今月はお休みします。

28日(水)　　豊科公民館

　松本社会保険事務所（℡32-5821・FAX32-1011）

毎週月～金曜日　　　 9:00～16:00

毎週土曜日　　　　　 9:00～15:00　

　教育相談室(豊科公民館内)（℡72-2238）

13日(火)・27日(火) 　　14:00～16:00

　教育相談室(豊科公民館内)（℡72-2238）

　心配ごと相談…上記へ

　行政相談…総務部総務課(℡71-2000・FAX71-5000)

※　印は行政相談を同時開催★

12日(月)・ 26日(月)　 13:00～16:00

　堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）

★

13日(火)・ 27日(火)　 13:00～16:00

　穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）

★

７日(水)・ 28日(水)　 13:00～16:00

　豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）

★

８日(木)・ 29日(木)　 13:00～16:00

　三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）

★

９日(金)・ 30日(金)　 13:00～16:00

　明科総合福祉センター（℡62-2429・FAX62-5025）

★

13:00～16:00心配ごと相談・行政相談

教育相談 教育相談室 (豊科公民館内)(℡72-2238)
学校教育課（℡62-0133・FAX62-5721）

19日(月)　   明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）

19日(月)　　　穂高北部児童館(℡・FAX83-5494)

14日(水)　　　穂高西部児童館(℡・FAX82-2527)

20日(火)　　　高家児童館(℡・FAX72-5685)

28日(水)　　　南穂高児童館(℡71-5150・FAX71-5152)

12日(月)　　　穂高中央児童館(℡84-0762・FAX82-9621)

5 May

13日(火)　　　穂高中央児童館(℡84-0762・FAX82-9621)

歯科相談 9:30～12:00就園前親子対象

教育全般に関する相談 ※祝日は除く

10:00～12:00児童館の育児相談 ※就園前親子対象

９日(金)　　　豊科中央児童館(℡・FAX72-0122)

10:30～12:00子育て広場(小川原容子相談員）
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古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。

安曇野

彩
紀
行

今月の色

若草色
Wakakusa－Iro
若草のような

黄緑色

其
の
三
十
一

林間に満ちる息吹
～	明科けやきの森	～

長
く
、氷
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
森
に
、

彩
り
が
蘇

よ
み
が
えって

く
る
―
―
。

明
科
け
や
き
の
森
が

春
の
霧
に
包
ま
れ
た
４
月
上
旬
、

若
草
の
上
に
は
、

宝
石
の
よ
う
に
連
な
る
水
滴
。

た
っ
ぷ
り
朝
の
光
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

新
し
い
生
命
の
息
吹
が

林
間
に
は
満
ち
て
い
ま
す
。

2008.4.1現在	（ ）内は対前月比　

人口 99,705人（＋  6）

 男 48,404人（＋22）

 女 51,301人（ー16）

世帯 36,373世帯（＋74）

編	

集	

後	

記

◆
新
入
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
、
咲
き
始

め
た
桜
の
下
で
大
き
く
揺
れ
る
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
広
報
も
本
年

度
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
広
告

事
業
を
導
入
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M

◆
軽
登
山
ブ
ー
ム
も
あ
り
、「
東
山
」
へ

の
登
山
者
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
ハ

イ
キ
ン
グ
と
い
う
響
き
に
は
、
何
と
な

く
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
連
休

は
、
子
ど
も
と
弁
当
を
ぶ
ら
下
げ
、
出

掛
け
て
み
た
い
で
す
。　
　
　
　

T

◆
人
事
異
動
に
よ
り
、
４
月
か
ら
新
し

い
部
署
に
移
り
ま
し
た
。
合
併
以
来
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
取
材
な
ど
で
お
世
話

に
な
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

K

◆
こ
の
春
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
広
報

紙
の
編
集
担
当
の
一
員
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
取
材
に
数
回
出
掛
け
た
が
納
得
の

い
く
記
事
や
写
真
を
習
得
す
る
に
は
か

な
り
の
修
行
が
必
要
で
あ
る
と
肝
に
銘

じ
た
２
週
間
で
し
た
。　
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